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平成２３年度学校評価計画　中間評価結果
主担当 達成度判断基準 中間結果、判定 成果と後期への課題

1 遅刻・欠席を減らし服
装容儀を整えるなど基
本的生活習慣の一層の
確立を目指す。

① 生徒指導
学年
各教科
全職員

【成果指標】遅刻者数が１日平均
Ａ　３人未満であった　　　Ｂ　５人未満であった
Ｃ　７人未満であった　　　Ｄ　７人以上であった

４月～７月遅刻者
１９３名

前年比７９％
１日平均２．８人

Ａ

【努力指標】自ら進んでの挨拶が
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　あまりできていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ　２５．５％
Ｂ　５５．９％
Ｃ　１７．０％
Ｄ　　１．６％

Ａ＋Ｂ＝８１．４％

② 服装容儀の指導を徹底
し、生徒の規律・マ
ナーの向上を目指す。

生徒指導
全職員

【満足度指標】（生徒）北陵生は頭髪・服装容儀やマ
ナーなどについて
Ａ　よく守っている
Ｂ　だいたい守っている
Ｃ　あまり守っていない
Ｄ　ほとんど守っていない

Ａ　２５．５％
Ｂ　５６．６％
Ｃ　１４．０％
Ｄ　　３．９％

Ａ＋Ｂ＝８２．１％

昨年とほぼ同じ数値で、周囲の北陵
生は服装容儀やマナーを概ね守って
いるとの判断だった。落ち着いた学
校生活を送るために、服装容儀の指
導を引き続き行っていく。

③ 生徒の行動に注意を払
い、生徒の面接や保護
者との連絡をより密に
し、学校組織として生
徒理解を深める。

保健相談
学年
生徒指導

【満足度指標】（生徒）自分の行動や悩みについて先
生方は
Ａ　いつも注目し、支援してくれた
Ｂ　だいたい注目し、支援してくれた
Ｃ　あまり注目、支援してくれなかった
Ｄ　ほとんど注目、支援してくれなかった

Ａ　１３．９％
Ｂ　６０．１％
Ｃ　１８．４％
Ｄ　　７．６％

Ａ＋Ｂ＝７４．１％

目標値（A＋B＝80％）に達していな
いが、昨年度中間値より４％改善さ
れた。後期の活動で一層の改善を目
指す。

2 ① 研究授業や公開授業を
積極的に行い、授業改
善に努める。

教務
各教科

【努力指標】（教職員）少人数授業で生徒の発言や活
動を増やす授業の工夫に
Ａ　積極的に取り組んだ
Ｂ　ある程度満足できる取り組みができた
Ｃ　積極的な取り組みはできなかった
Ｄ　ほとんど取り組めなかった

Ａ　１８．２％
Ｂ　６１．４％
Ｃ　２０．４％
Ｄ　　０．０％

Ａ＋Ｂ＝７９．６％

目標値（A＋B＝80％）にわずかに届
かなかったが、目標値に近い結果で
あった。ただしA評価が少なく一層
授業改善に取り組む必要がある。

② わかる授業を行うとと
もに、生徒の興味・関
心を引き出す授業の工
夫・改善に努める。

教務
各教科 【満足度指標】（生徒）わかる授業や興味関心を引き

出す授業の工夫が
Ａ　十分に感じられる
Ｂ　だいたい感じられる
Ｃ　あまり感じられない
Ｄ　ほとんど感じられない

Ａ　１５．２％
Ｂ　５６．４％
Ｃ　２３．９％
Ｄ　　４．５％

Ａ＋Ｂ＝７１．６％

評価内容を変更し、授業時において
教員の工夫が感じられるかを尋ね
た。目標値（A＋B＝80％）を満たせ
ず、教員が思うほど改善努力が生徒
に伝わっていない。生徒が実感でき
るよう、一層授業改善に取り組む必
要がある。

③ 授業以外の時間での学
習習慣の定着を図る。

教務
進路指導
学年
各教科

【成果指標】授業以外の平均学習が、１時間以上の生
徒が、
Ａ　７０％以上である
Ｂ　５０％以上～７０％未満である
Ｃ　２０％以上～５０％未満である
Ｄ　２０％未満である

４月～７月平均
４６．１％

Ｃ

昨年度中間値より３％上昇したが、
定期試験が行われた5月，7月以外は
低く、全体を見ると学習習慣が定着
しているとはいえない。

④ 個別指導や各種資格、
検定試験に対する取り
組みを強化する。

各教科
学年
進路指導

【努力指標】（教職員）授業外で補習や個人指導を
Ａ　積極的に行っている
Ｂ　必要に応じて行っている
Ｃ　時々行っている
Ｄ　ほとんど行っていない

Ａ　２０．９％
Ｂ　３９．６％
Ｃ　１８．６％
Ｄ　２０．９％

Ａ＋Ｂ＝６０．５％

目標値（A＋B＝80％）に達しておら
ず、後期の活動で改善を目指す。多
様な進路に対応した個別指導が不可
欠であり、面接練習や表現力を向上
させる指導も充実させたい。

石川県立金沢北陵高等学校

遅刻だけでなく、欠席・早退も昨年
より減少した。遅刻は昨年同期比
79％で、１日平均2.8人とＡ目標値
を超えた。規則正しい生活習慣は学
校生活の基礎であり、今後も職員全
体で指導に取り組みたい。挨拶につ
いては目標値（A＋B＝80％）を満た
した。今後も登校指導などの際、教
員が積極的に声をかけるなどして、
挨拶の大切さを伝えたい。

少人数授業の工夫など
授業改善に努め、基礎
学力を定着させるとと
もに、生徒一人ひとり
に応じた学力の向上を
図る。

重点目標 具体的取組

全職員で時間厳守につ
いて指導を徹底すると
ともに、保護者との連
絡を密にするなどし
て、遅刻・欠席の減少
に努める。また登校指
導等により挨拶の励行
を推進する。
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主担当 達成度判断基準 中間結果、判定 成果と後期への課題重点目標 具体的取組

3 ① 各学年に応じた進路学
習を工夫し、主体的で
継続的な学びができる
ように支援する。

進路指導
教務
学年
企画

【努力指標】（教職員）本校教育課程を理解し、生徒
への助言・支援が
Ａ　充分に助言・支援できる
Ｂ　おおむね助言・支援できる
Ｃ　あまり助言・支援できない
Ｄ　ほとんど助言・支援できない

Ａ　２５．０％
Ｂ　５６．８％
Ｃ　１８．２％
Ｄ　　０．０％

Ａ＋Ｂ＝８１．８％

目標値（A＋B＝90％）に届かなかっ
た。昨年度は70％の目標値を満たし
たので、今年度は引き上げたが、ほ
ぼ同値であった。A評価は８％向上
した。職員全員が総合学科の教育課
程を理解し、助言・支援する力を強
化したい。

【満足度指標】（生徒）進路行事、「産社」、「総
合」の学習が
Ａ　進路を考える上で、大いに役立った
Ｂ　ある程度役立ったと感じる
Ｃ　あまり役立たなかった
Ｄ　まったく役立たなかった

Ａ　２６．２％
Ｂ　５９．５％
Ｃ　１１．１％
Ｄ　　３．２％

Ａ＋Ｂ＝８５．７％

目標値（A＋B）を70％から80％に引
き上げたが、超えることができた。
A評価の割合がさらに高まるよう指
導の充実に取り組みたい。

② 個別指導や各種資格、
検定試験に対する取り
組みを強化する。

各教科
学年
進路指導

【成果指標】受験者数（延べ）が、
Ａ　１０００人以上であった
Ｂ　８５０人以上～１０００人未満であった
Ｃ　７５０人以上～８５０人未満であった
Ｄ　７５０人未満であった

年度末に集計

年度末に集計

③ 保護者や関係機関と連
携を深め、進路指導の
充実を図る。

進路指導
学年
企画

【満足度指標】（保護者）提供された情報に対して
Ａ　満足できた
Ｂ　ある程度満足できた
Ｃ　あまり満足できなかった
Ｄ　満足できなかった

Ａ　２３．３％
Ｂ　６２．０％
Ｃ　１２．４％
Ｄ　　２．３％

Ａ＋Ｂ＝８５．３％

目標値（A＋B）を70％から80％に引
き上げたが、昨年度より６％向上し
超えることができた。進路説明会や
進路関係資料が評価されたものと思
われる。ただ「子供が学校からの案
内類を渡さない」との回答が散見さ
れ、提供方法の改善を検討する。

4 ① 部活動の活性化を目指
し支援･運営する。

特活環境
全職員 【努力指標】（教職員）部活動の指導に

Ａ　ほぼ毎回参加し、充分な支援ができた
Ｂ　週２～３回活動に参加し、概ね支援ができた
Ｃ　あまり参加せず、充分な支援をしていない
Ｄ　ほとんど参加せず、支援もしていない

Ａ　３６．４％
Ｂ　３８．６％
Ｃ　２５．０％
Ｄ　　０．０％

Ａ＋Ｂ＝７５．０％

昨年度中間値より４％増となった
が、目標値（A＋B）を80％に引上げ
たため、目標値に届かなかった。生
活規律維持や進路決定においても部
活動は重要な要素であり、活動を一
層盛り上げていきたい。

【満足度指標】（生徒）私は
Ａ　ほぼ毎回部活動に参加した
Ｂ　週２～３回部活動に参加した
Ｃ　あまり参加できなかった
Ｄ　参加できなかった

Ａ　５４．３％
Ｂ　２０．３％
Ｃ　　７．１％
Ｄ　１８．３％

Ａ＋Ｂ＝７４．６％

目標値（A＋B＝７0％）に達した。
部活動の学校生活における重要性を
一層強調し、活動意欲を高めたい。

② 地域行事・学校行事等
に参加し、地域との連
携を密にする。

特活環境
全職員 【成果指標】地域行事やボランティアなどに一度は参

加した生徒が（半期）
Ａ　２００人以上であった
Ｂ　１５０人以上～２００人未満であった
Ｃ　１００人以上～１５０人未満であった
Ｄ　１００人未満であった

２３３人
Ａ

参加した生徒数が２００人を超え
た。学年単位で地域の清掃活動を行
うなどの諸活動が生徒の意識に好影
響を与えたと思われる。

組織的な進路指導によ
り履修や進路について
のガイダンス機能を充
実させ、生徒一人ひと
りの進路の実現を図
る。

部活動の積極的な加
入・活動を推進し、そ
の活動を通して活力あ
る学校生活の充実を図
る。


